
        

 

２０１９ 年度 

 

第８回定時総会議案 

 

 

 

 

日時 ２０１９年６月２０日 午後３時４０分 

    場所 静岡市葵区紺屋町２－２ 

       クーポール会館 

                

 

 

 

 

一般社団法人静岡県計量協会 



第８回定時総会次第 

 

１． 開会のことば 

 

２． 会長あいさつ 

 

３．議    事 

報告第１号  ２０１８年度事業報告について 

 

第１号議案  ２０１８年度収支決算報告について 

     

第２号議案  定款の一部変更について 

 

    報告第２号  ２０１９年度事業計画について 

     

報告第３号  ２０１９年度収支予算について 

 

  

４．閉会のことば 

  

 



   報告第１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年度事業報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０１８年度事業報告 

 

 

 ２０１８年度は、本会の目的である計量思想の普及啓発、計量に関する知識及び技術の向上並びに計量 

管理の推進を図るため、下記の事業を実施しました。 

 

 

１．会員の状況 

部   会 
2018 年 3 月 31 日 

現 在 

2019 年 3 月 31 日 

現 在 

内 訳 
備  考 

入会 退会 増減 

計量器部会 １２６ １１９ ０ ７ ▲７  

計量管理部会 ３５ ３４ ０ １ ▲１  

計量証明部会 １５０ １５１ １ ０ １  

環境計量証明部会 ３６ ３４ ０ ２ ▲２  

計量士部会 １７ １９ ２ ０ ２  

賛助会員 ３ ３ ０ ０ ０  

特別会員 ２３ ２３ ０ ０ ０  

計 ３９０ ３８３ ３ １０ ▲７  

 

２．役員の状況 

  ２０１９年３月３１日現在、次のとおりです。 

    会長     １人 

    副会長    ５人 

    専務理事   １人 

    理事     ９人 

    監事     ２人      計 １８人 

 

３．会   議 

（１）第７回定時総会 

  ２０１８年６月２１日、静岡市葵区紺屋町２－２クーポール会館において、第７回定時総会が開催され、

次の議案を審議し、承認されました。また、報告第１号～第３号の報告がありました。 

  出席正会員数２７１名（うち委任状提出者１４９名、書面表決者６２名） 

    第１号議案 平成２９年度収支決算報告について 

    第２号議案 公益目的支出計画実施報告について 

    第３号議案 役員選任について 

    報告第１号 平成２９年度事業報告について 

    報告第２号 平成３０年度事業計画について 

    報告第３号 平成３０年度収支予算について 

 

（２）部会定時総会 

  ２０１８年６月２１日、静岡市葵区紺屋町の「クーポール会館」において、各部会定時総会が下記の 

とおり開催されました。 

部会名 開催時間 出席者数 内   容 

計量器 １３：３０～１４：１２ ８名 第１号議案 平成２９年度収支決算報告 

第２号議案 役員の選任について 

報告第１号 平成２９年度事業報告 

報告第２号 平成３０年度事業計画 

報告第３号 平成３０年度収支予算 

計量管理 １３：３０～１４：０３ ７名 

計量証明 １３：３０～１４：０５ ２４名 

環境計量証明 １３：３０～１４：０８ ２４名 

計量士 １３：３０～１４：１０ ７名 

 

 



（３）理事会 

日時・場所 出席者数 内   容 

第１回 

２０１８年５月１４日 

１４：００～１６：１５ 

クーポール会館 

１４名 

（１）前回理事会の議事録の確認について 

（２）第７回定時総会の日時・場所等について 

（３）総会提出議案の検討 

（４）総会役割分担について 

（５）協会長表彰の被表彰者の選考について 

（６）その他 

第２回 

２０１８年６月２１日 

１６：２０～１６：３０ 

クーポール会館 

１９名 

 

（１）役員選定及び事務局長承認について 

第３回 

２０１８年９月１９日 

１３：５５～１６：２４ 

クーポール会館 

１６名 

（１）計量記念日事業について 

（２）県知事褒賞の被表彰者について 

（３）第１回事務事業の執行状況報告 

（４）測定基礎研修会について 

（５）前回理事会の議事録の確認等 

（６）その他 

第４回 

２０１８年１１月２２日 

１４：５８～１６：５５ 

クーポール会館 

１４名 

 

（１）測定基礎研修会について 

（２）新年情報交換会について 

（３）その他 

 

第５回 

２０１９年３月１９日 

１５：００～１６：３５ 

クーポール会館 

１６名 

（１）２０１８年度 第２回職務執行状況報告 

（２）２０１８年度 収支決算状況について 

（３）２０１９年度 事業計画及び予算について 

（４）定款の変更について 

（５）その他 

 

（４）監査 

 ２０１８年５月８日、静岡県計量検定所会議室において、２０１７年度事業の執行状況・収入支出決算 

及び公益目的支出計画実施報告について監査が行われ、適正に処理されていることが確認されました。 

  

（５）広報委員会 

日時・場所 出席者数 内   容 

２０１８年７月２０日 

１５：３０～１７：００ 

クーポール会館 

８名 

（１）掲載内容について 

（２）広告について 

（３）表紙写真について 

（４）その他 

 

（６）部会幹事会 

部会名 日時・場所 出席者数 

計量器部会 

（計４回） 

第１回 ２０１８年４月２０日  １５：００～１６：００ 

クーポール会館 
６名 

第２回 ２０１８年６月２１日  １３：４５～１３：５０ 

クーポール会館 
６名 

第３回 ２０１８年７月２４日  １５：００～１６：３０ 

クーポール会館 
５名 

第４回 ２０１９年２月８日   １５：００～１７：００ 

クーポール会館 
７名 



計量管理部会 

（計４回） 

（書面審議１回） 

第１回 ２０１８年４月１７日  １５：００～１５：５０ 

クーポール会館 
６名 

第２回 ２０１８年６月２１日  １３：４０～１３：４５ 

クーポール会館 
６名 

第３回 ２０１８年９月１１日  １５：００～１６：４５ 

クーポール会館 
７名 

第４回 ２０１９年２月１９日  １５：００～１６：３０ 

クーポール会館 
８名 

書面審議： ２０１９年３月１日 

平成３１年度新予算（案）に対する承認 
― 

計量証明部会 

（計４回） 

（書面審議１回） 

第１回 ２０１８年４月１６日  １５：００～１６：２０ 

クーポール会館 
１１名 

第２回 ２０１８年６月２１日  １３：４５～１３：５０ 

クーポール会館 
１３名 

第３回 ２０１８年７月１９日  １６：００～１６：４５ 

クーポール会館 
１１名 

書面審議： ２０１８年８月６日 

新規入会希望会員の承認 
― 

第４回 ２０１９年２月２２日  １５：００～１６：００ 

クーポール会館 
１３名 

環境計量証明部会 

（計４回） 

第１回 ２０１８年４月１２日  １４：００～１７：００ 

クーポール会館 
１６名 

第２回 ２０１８年６月２１日  １３：５０～１４：００ 

クーポール会館 
１０名 

第３回 ２０１８年７月１１日  １４：００～１６：３５ 

クーポール会館 
１３名 

第４回 ２０１９年２月２７日  １５：００～１７：００ 

クーポール会館 
１０名 

計量士部会 

（計４回） 

（書面審議１回） 

第１回 ２０１８年４月１２日  ９：３０～１０：３０ 

静岡県計量検定所 会議室 
６名 

第２回 ２０１８年６月２１日  １３：４５～１３：５０ 

クーポール会館 
４名 

第３回 ２０１８年９月１３日  １２：２０～１２：５０ 

    静岡県計量検定所 会議室 
３名 

書面審議： ２０１８年１１月１２日 

新規入会希望会員の承認 
― 

第４回 ２０１９年２月１４日  ９：３０～１０：３０ 

    静岡県計量検定所 会議室 
４名 

 

 

（７）２０１８年度中部７県計量協議会準備委員会（計量器部会・計量管理部会・<協力>計量士部会） 

日時・場所 出席者数 内   容 

第５回 

２０１８年５月２５日 

１３：００～１５：１５ 

クーポール会館 

８名 

（１）他県の出席者状況について 

（２）静岡県の出席者について 

（３）来賓について 

（４）提案議題について 

（５）懇親会アトラクションについて 

（６）当日の役割分担について 

（７）その他 

 



４．事業の概要 

（１）計量思想の普及啓発事業 

  ①街頭広報活動 

   １１月１日の計量記念日をＰＲするため、１１月１日に県及び特定市と共催で、ＪＲ浜松・静岡・ 

   富士・沼津駅の各駅コンコースでチラシ及び記念品（広告入りウエットティッシュ）を配布しました。 

 

  ②計量記念日ポスター及び『計量のひろば』冊子の配布（計量器部会） 

   １１月１日の計量記念日を周知するため、ポスター３５０枚を関係官庁・計量器部会員に配布、掲示

を依頼すると共に、（一社）日本計量振興協会が刊行した機関誌「計量のひろば No.６１」７００部を

配布しました。 

  

③１１月１日の計量記念日を広くＰＲするため、静岡市役所に懸垂幕の掲示をしました。（計量器部会） 

  

④支部事業活動への協力（計量器部会） 

   静岡市支部で実施した計量記念日広報活動・静岡市計量展示会に協力し、計量思想の普及・啓発に 

努めました。 

 

  ⑤計量管理強調月間ポスター及び標語の募集、作成・配布（計量管理部会） 

   １１月１日～３０日までの「計量管理強調月間」を広くＰＲするため、会員からポスター及び標語を 

   募集し、最優秀作品を印刷（ポスター３３５枚・標語３２０枚）し、会員事業所へ掲示を依頼しまし 

た。 

   

⑥定期的な支部会の開催（環境計量証明部会） 

   東中西の３支部により定期的に支部会を開催し、地域の情報交換を行いました。 

 

 

 

（２）計量器の検査等の受託事業 

  ①指定定期検査機関・計量証明検査機関として、県から検査の委託を受け、県東部地区１０市１１町  

   における取引・証明に使用する質量計（はかり）の検査を実施しました。 

検査結果は、次表のとおりでした。 

区 分 検査日数 検査戸数 検査数 不合格 

定期検査 １８６ ２,５９１ ６,８９０ ５１ 

証明検査 ５ １０ １０ １ 

計 １９１ ２,６０１ ６,９００ ５２ 

また、特定市〔静岡市１０ｔ超の大型はかり、沼津市、富士市〕の検査を受託し、実施しました。 

   検査結果は、次表のとおりでした。 

市 名 検査日数 検査戸数 検査数 不合格 

静岡市 ２ ４ ６ ０ 

沼津市 １９ ２３５ ６１６ ９ 

富士市 ２８ ４７６ １,３９４ １３ 

計 ４９ ７１５ ２,０１６ ２２ 

 

 

 ②（一社）日本計量振興協会からの受託事業である日本郵政グループの計量管理・指導業務の検査を 

   実施しました。 

 ・検査実施期間   ２０１８年６月～２０１９年１月（延べ６３日） 

 ・検査計量士    １名 

 ・検査局数     ３０７局  ・旧集配センター  ２１ケ所 

 ・検査器数     はかり ５５７台    

 



（３）計量に関する情報の収集及び提供事業 

  ①新年情報交換会の実施 

   ２０１９年１月１７日、クーポール会館において開催し、会員の親睦と情報交換を行いました。 

出席者は６２名でした。 

②『協会だより Vol.２９』の発行 

 計量に関する情報等を提供するため『協会だより』を年１回発行し、９月１１日、会員及び関係官庁

や計量団体に４６５部を送付しました。 

 

③ホームページの活用 

 計量器定期検査日程等をホームページに掲載し、計量に関する情報を広く提供しました。 

 

④見学研修会の実施（計量証明部会） 

 ２０１８年１０月２５日、「国立印刷局静岡工場」と「三菱電機㈱静岡製作所」を見学しました。 

参加者は２５名でした。 

 

⑤最低制限価格制度導入のお願い（環境計量証明部会） 

 「業務委託入札における最低制限価格制度導入のお願い」文書を作成し、県及び市の入札担当部署 

に内容を説明、最低制限価格制度の導入をお願いしました。 

 

⑥第２回交流会の開催（環境計量証明部会） 

 ２０１８年９月２７日、部会員の交流を目的としてクーポール会館において開催しました。 

５５名が出席しました。 

  

⑦ホームページのメンテナンス（環境計量証明部会） 

 部会全体のＰＲと部会員の情報交換を行うため、ホームページのメンテナンスを行いました。 

 

⑧自動はかり法律改正説明会の開催 

 ２０１８年９月３日、静岡県男女共同参画センターあざれあ・大ホールにて、経済産業省産業技術 

 環境局計量行政室 室長補佐の川端 尚志氏を講師としてお迎えし、自動はかりの政省令改正につい 

て説明会を開催しました。会員６８名・非会員６０名・県関係者５名の計１３３名が出席しました。 

 

⑨定例会の開催（計量士部会） 

日時・場所 出席者数 

第１回  ２０１８年４月１２日      １０：３０～１２：００ 

静岡県計量検定所 会議室 
７名 

第２回  ２０１８年９月１３日      １０：３０～１２：００ 

静岡県計量検定所 会議室 
６名 

第３回  ２０１８年１２月１４日     １４：３０～１７：００ 

静岡労政会館 
１１名 

第４回  ２０１９年２月１４日      １０：３０～１２：３０ 

静岡県計量検定所 会議室 
６名 

 

 

（４）計量に関する技術、管理及び証明の調査研究並びに指導事業 

  ①初級測定基礎研修会の開催 

   計量・計測の知識・技術の向上のため、（一社）日本計量振興協会との共催により、２０１８年 

１２月１９日、静岡県工業技術研究所講堂及び研修室で開催し、２０名が参加しました。 

講師は計量士部会の計量士が務めました。 

   研修内容は次のとおりです。 

    ・「測定の基礎」           講師  計量士  瓜生  廣 氏 

    ・「測定器の基礎知識と使い方」    講師  計量士  瓜生  廣 氏 



・「測定実習」            講師  計量士  肥田 修治 氏 他 

    ・「質量と質量計」          講師  計量士  肥田 修治 氏 

    ・「温度計」             講師  計量士  牛澤 泰二 氏 

    ・「測定の管理」           講師  計量士  牛澤 泰二 氏 

 

 

 ②主任計量者講習会の共催（計量証明部会） 

 計量証明事業者の主任計量者資格取得のための試験事前講習会及び知識向上のための再教育講習会を

静岡県計量検定所と共催で開催しました。 

 ・試験事前講習会 

   ２０１８年１０月２日  静岡県工業技術研究所講堂  参加者数 ３４名 

   ２０１９年２月１２日  静岡県工業技術研究所講堂  参加者数 ３２名 

    講師  （一社）静岡県計量協会 専務理事  石川 裕章 氏 

 ・再教育講習会 

   ２０１９年３月８日   静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 参加者数 ７３名 

    講習１「計量法関係法規について～主任計量者の心掛け～」 

         講師  静岡県計量検定所 指導検査課 班長  森 快二 氏 

    講習２「大型はかりの保守管理について」 

         講師  ㈱田中衡機工業所 東京支店 国内営業部 次長 臼井 教一 氏 

          

 

③第２３回分析技術研修会の開催（環境計量証明部会） 

 ２０１８年１１月１４日、静岡県工業技術研究所講堂及び研修室において、静岡県工業技術研究所 

 及び静岡県資源環境技術研究会と共催で開催しました。参加者は２８名でした。 

 研修内容は次のとおりです。 

   ・「薬品の法規制・管理・取扱いについて」 

   講師 関東化学㈱ 中京営業所  桜井 智也 氏 

・「リスクアセスメントにおけるＶＯＣリアルタイムモニタ・個人暴露計の活用」 

講師 新コスモス電機㈱ 東日本営業部 静岡事業所  西村 望 氏 

・「無機ガスと低級炭化水素の精密分析」 

講師 ㈱島津製作所 分析計測事業部 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発ｾﾝﾀｰ  内山 新士 氏 

   ・分析機器展示会 

 

④合同セミナーの開催（環境計量証明部会） 

 ２０１９年２月５日、静岡県男女共同参画センター「あざれあ」において開催され、参加者は２６名

でした。 研修内容は次のとおりです。 

＜第１部＞ 第１３回安全衛生教育研修会 

     「環境測定分析業の安全衛生について」 

          講師 静岡労働局 健康安全課 課長補佐  佐藤 康之 氏 

＜第２部＞第５回静計協技術セミナー 

      ①「平成３０年度第２６回 日環協・環境セミナー全国大会研修報告１」 

      報告者 技術グループ座長 齋藤 康 氏 

②「平成３０年度第２６回 日環協・環境セミナー全国大会研修報告２」 

      報告者 富士通クオリティ・ラボ・環境センター㈱ 今村 好孝 氏 

③「平成３０年度精度管理結果報告」 

      報告者 技術グループ 第１委員会委員長 寺田 紀彦 氏 

④「平成３０年度ガスメーター検査結果報告」 

      報告者 技術グループ 第２委員会委員長 入野 一人 氏 

＜第３部＞第５回計量管理講習会 

「立入検査の現状について」 

          講師 静岡県計量検定所 指導検査課 主査 横山 直人 氏 

  



⑤外部精度管理の実施（環境計量証明部会） 

 ・鉛 

   ２０１８年９月、技術グループ第１委員会の主催により実施しました。 

参加会員は２０社でした。 

 

 

⑥協会自主検査の実施（環境計量証明部会） 

 ・湿式ガスメーター 

   ２０１８年１０月２３・２４日、技術グループ第２委員会の主催により各社が保有する 

１回転が５L のガスメーターについて基準器との器差校正を実施しました。 

参加会員は１６社でした。 

   ・分銅 

     ２０１８年１０月２３・２４日、技術グループ第１委員会の主催により各社が保有する 

     分銅との器差校正を実施しました。 

参加会員は２０社でした。 

     

 

  ⑦技術グループ会議の開催（環境計量証明部会） 

グループ名 日時・場所 出席者数 

合同幹事会 
第１回 ２０１８年５月３１日  １５：００～１７：００  

静岡労政会館 
１２名 

第２委員会幹事会 
第１回 ２０１８年９月１３日  １４：００～１６：００ 

静岡労政会館 
２名 

第１委員会幹事会 
第１回 ２０１８年１０月１９日 １４：００～１７：００ 

静岡労政会館 
６名 

 

 

  ⑧企画政策グループ会議の開催（環境計量証明部会） 

日時・場所 出席者数 

第１回 ２０１８年６月８日  １５：００～１７：００ 

静岡労政会館 
６名 

第２回 ２０１８年９月５日  １５：００～１７：００ 

静岡労政会館 
６名 

 

 

 ⑨技術・企画政策グループ会議の開催（環境計量証明部会） 

グループ名 日時・場所 出席者数 

合同幹事会 
第１回 ２０１８年１２月１４日 １５：００～１７：００ 

クーポール会館 
１７名 

 

 

⑩一軸試験機の検査（計量士部会） 

 一軸試験機の検査を実施しました。検査台数は１０台でした。 

 

 

⑪主任計量者試験事前講習会への講師派遣（計量士部会） 

 ２０１８年１０月２日と２０１９年２月１２日に開催された講習会の講師として、計量士１名を派遣 

しました。 

 

 

 



（５）計量関係功労者の表彰 

   ２０１８年６月２１日、静岡市葵区紺屋町２－２クーポール会館において開催された第７回定時総会 

時に、２０１８年度（平成３０年度）計量関係功労者等表彰式が行われました。 

 受賞者は次の方々です。 

  ・知事褒賞 

    計量関係功労者       瓜生 廣  氏（計量士） 

   

・一般社団法人静岡県計量協会長表彰 

    計量関係功労者       矢島 敏行 氏（静岡矢崎サービス㈱） 

                  大澤 一之 氏（日本軽金属㈱蒲原製造所） 

                  渡邉 俊一 氏（㈱マルサン） 

                  山下 哲志 氏（㈱アース・テクノ・サポート） 

                  塚野 和夫 氏（東邦化工建設㈱） 

    計量関係功労者（事業所）  ㈱シンガタ冷蔵 

                  特種東海製紙㈱ 

    計量関係功労者（従業員）  池田 博一 氏（立華㈱）     

    計量管理強調月間ポスター 最優秀賞 

                  梶原 聖  氏（矢崎エナジーシステム㈱天竜工場） 

    計量管理強調月間標語   最優秀賞 

                  秋山 裕俊 氏（日本軽金属㈱蒲原製造所） 

 

（６）計量関係団体との連携協力事業 

①一般社団法人日本計量振興協会第７回定時総会への参加 

 ２０１８年５月２４日、東京都の「ホテルインターコンチネンタル東京ベイ」において開催され、

当協会から１名が出席しました。 

議事は次のとおりです。 

  ・第１号議案  平成２９年度事業報告について 

  ・第２号議案  平成２９年度決算報告について（平成２９年度会計監査報告） 

  ・第３号議案  役員の選任について 

  ・報告事項１  平成２９年度公益目的支出計画実施報告について 

  ・報告事項２  平成３０年度事業計画について 

  ・報告事項３  平成３０年度収支予算について 

   

 

②中部７県計量協議会の開催（計量器部会・計量管理部会・<協力>計量士部会） 

    ２０１８年７月５日、静岡市葵区黒金町の「ホテルアソシア静岡」において開催され、 

静岡県は計量器部会から８名、計量管理部会から９名、計量士部会から５名、計量証明部会から 

６名、環境計量証明部会から８名の計３６名が出席しました。 

  

＜協議内容＞ 

  ・指定検定機関参入への取り組みについて 

   ・連合体組織への参画について 

＜講演会＞ 

  「徳川家康公と久能山東照宮」 

      講師：久能山東照宮 宮司 落合
おちあい

 偉
ひで

洲
くに

 氏     

 ＜計量関係功労者・協議会長表彰者＞ 

・矢島 敏行 氏（静岡矢崎サービス㈱） 

・大澤 一之 氏（日本軽金属㈱蒲原製造所） 

 

 



③日本計量証明事業協会連合会通常総会への参加（計量証明部会） 

 ２０１８年５月２３日、東京都千代田区「KKR ホテル東京」において開催され、当部会から１名 

が参加しました。 

 議事は次のとおりです。 

  ・第１号議案  平成２９年度事業報告について 

  ・第２号議案  平成２９年度収支決算書承認について 

  ・第３号議案  剰余金処分（案）について 

  ・第４号議案  平成３０年度事業計画（案）について 

  ・第５号議案  平成３０年度収支予算書（案）について 

  ・第６号議案  役員改選について 

  ・第７号議案  次期総会開催地について 

  ・第８号議案  その他 

   

 

④日環協・環境セミナー全国大会への参加（環境計量証明部会） 

 ２０１８年１０月１１・１２日、仙台市「ホテルメトロポリタン仙台」で開催され、当部会から 

２名が参加しました。 

セミナー内容は次のとおりです。 

 ・特別講演１ 

   「水質環境基準の設定経緯と現在」 

     講師 環境省 水・大気環境局 水環境課長  熊谷 和哉 氏       

・特別講演２ 

   「ＩＳＯと（一社）日本環境測定分析協会～中華人民共和国の計量証明ビジネス～」 

     講師 （一社）日本環境測定分析協会会長  村松 徹 氏 

・特別講演３ 

   「ＥＵの政策から考えてみる資源とエネルギー」 

     講師 東北大学大学院 環境科学研究科 教授 白鳥 寿一 氏 

 ・緊急講演 

   「私たちの明日を守る東北放射光計画」 

     講師 光科学イノベーションセンター理事長 高田 昌樹  氏 

・その他 技術発表会 

 

 

⑤全国計量士大会への参加（計量士部会） 

 ２０１９年２月２２日、福岡市の「西鉄グランドホテル」において開催され、当部会からは 

１名が参加しました。 

 内容は次のとおりです。 

 

１．状況報告「一般社団法人日本計量振興協会の計量士関係事業の取り組み状況」 

            報告者 （一社）日本計量振興協会 専務理事  河住 春樹 氏 

２．意見交換会  

メインテーマ：「新しい計量制度への取り組みの状況と課題」 

コーディネータ：（一社）日本計量振興協会 理事 計量士部会委員 末﨑 繁 氏 

・報告１ 指定検定機関申請への取り組みと課題 

報告者 一般社団法人福岡県計量協会 計量士 清原 一樹 氏 

 

・報告２ 自動はかりに係る計量管理の事例 

報告者 一般社団法人京都府計量協会 計量士 吉川 勲 氏 

 

・報告３ 製造事業所における現場の計量管理の現状と課題 

報告者 愛知県計量士会 計量士 植手 稔 氏 

 

３．フリーディスカッション 

  

 



⑥関係会議への参加 

会 議 名 開 催 日 場    所 

（一社）日本計量振興協会理事会 2018年 4月 26日 東京「日本計量会館」 

（一社）静岡県計量協会計量証明部会清水支部総会 2018年 6月 11日 清水「アップステアーズ」 

（一社）静岡県計量協会計量器部会静岡市支部総会 2018年 5月 23日 静岡市職員会館 

（一社）静岡県計量協会計量証明部会富士支部情報交換会 2018年 9月 6日 富士「魚民」 

（一社）日本計量振興協会理事会 2018年 11月 8日 京都「メルパルク京都」 

日本計量証明事業協会連合会理事会 2018年 11月 22日 京都「ハートンホテル京都」 

（一社）日本計量振興協会理事会 2019年 3月 28日 東京「日本計量会館」 

 

 

（７）静岡県収入証紙の売捌き事業（昭和４４年４月１日付、静岡県告示第２５６号により指定） 

   計量器の検定受検者等に静岡県収入証紙を販売しました。 

 



事業報告の附属明細書 

 

  ２０１８年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書の「事業報告の内容を補足する重要な事

項」が存在しないので作成しない。 



   第１号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年度収支決算報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

　　　　　　　現金 1,443,450 594,976 848,474

　　　　　　　普通預金 17,856,758 15,010,998 2,845,760

　　　　　　　県収入証紙 2,228,884 1,460,649 768,235

　　　　　　　未収金 1,437,479 0 1,437,479

　　　　　 流動資産合計 22,966,571 17,066,623 5,899,948

2.　固定資産

(1)特定資産

　　　　　　 退職給付引当資産 1,748,000 878,431 869,569

　　　　　特定資産合計 1,748,000 878,431 869,569

(2)その他固定資産

　　　　　   積立預金 5,313,533 6,503,485 △ 1,189,952

　　　　　その他固定資産合計 5,313,533 6,503,485 △ 1,189,952

 固定資産合計 7,061,533 7,381,916 △ 320,383

 資産合計 30,028,104 24,448,539 5,579,565

Ⅱ　負債の部

1.　流動負債

未払金 2,349,002 957,728 1,391,274

預り金 49,611 348,975 △ 299,364

預託金 1,599,292 1,455,567 143,725

流動負債合計 3,997,905 2,762,270 1,235,635

2.　固定負債

退職給付引当金 1,748,000 878,431 869,569

 固定負債合計 1,748,000 878,431 869,569

 負債合計 5,745,905 3,640,701 2,105,204

Ⅲ　正味財産の部

1.　指定正味財産

　　　　指定正味財産合計 0 0 0

2.　一般正味財産 24,282,199 20,807,838 3,474,361

        （うち特定資産への充当額） ( 1,748,000 ）（ 878,431 ）( 869,569 )

正味財産合計 24,282,199 20,807,838 3,474,361

負債及び正味財産合計 30,028,104 24,448,539 5,579,565

貸 借 対 照 表

                         ２０１９年３月３１日現在                        　



（単位：円）

科         目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部

(1)経常収益
        <特定資産運用益>

特定資産受取利息 13 2 11
        <その他固定資産運用益>

その他固定資産受取利息 48 54 △ 6
　　　　<受取入会金>
　　　　　　　　　受取入会金 36,000 0 36,000
        <受取会費>

正会員受取会費 7,442,000 7,739,000 △ 297,000
        <事業収益>

検査受託収益 31,294,495 25,719,262 5,575,233
証紙販売手数料収益 1,535,911 1,284,044 251,867
広告料他収益 55,000 55,000 0

        <受取負担金>
受取負担金 1,613,000 1,168,500 444,500

        <受取寄付金>
受取寄付金 200,000 200,000 0

        <雑収益>
雑収益 422,546 418,776 3,770

　　　　　　経常収益計 42,599,013 36,584,638 6,014,375
(2)経常費用

        <事業費>
給料手当 0 15,987,711 △ 15,987,711
役員報酬 0 3,570,000 △ 3,570,000
退職給付費用 0 800,000 △ 800,000
福利厚生費 0 2,530,274 △ 2,530,274
旅費交通費 2,321,770 1,350,888 970,882
通信運搬費 726,540 610,676 115,864
会議費 817,372 876,093 △ 58,721
消耗品費 501,634 1,249,489 △ 747,855
印刷製本費 303,485 217,286 86,199
検査管理費 74,398 47,572 26,826
光熱水料費 0 80,000 △ 80,000
賃借料 1,202,248 1,289,692 △ 87,444
保険料 0 91,290 △ 91,290
諸謝金 40,000 34,274 5,726
租税公課 521,900 1,343,100 △ 821,200
支払負担金 782,000 848,000 △ 66,000
支部交付金 168,000 567,653 △ 399,653
委託費 1,654,540 1,783,070 △ 128,530
表彰費 123,780 144,793 △ 21,013
図書研究費 0 40,674 △ 40,674
燃料費 25,801 22,000 3,801
交流会費 330,004 0 330,004
受託返還金 1,759,172 667,078 1,092,094
中部７県計量協議会費 1,284,889 166,812 1,118,077
雑費 95,765 72,350 23,415

　　　　　　事業費計 12,733,298 34,390,775 △ 21,657,477

2018年4月1日から2019年3月31日まで

正味財産増減計算書



科         目 当年度 前年度 増　　減

        <管理費>
役員報酬 3,600,000 30,000 3,570,000
給料手当 15,267,123 200,000 15,067,123
退職給付費用 869,569 60,000 809,569
福利厚生費 2,388,203 35,000 2,353,203
会議費 1,079,779 1,093,909 △ 14,130
旅費交通費 94,054 109,830 △ 15,776
通信運搬費 350,472 265,753 84,719
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 941,962 437,433 504,529
修繕費 10,692 0 10,692
印刷製本費 54,021 112,169 △ 58,148
燃料費 0 27,472 △ 27,472
光熱水料費 140,508 22,235 118,273
賃借料 425,088 335,780 89,308
保険料 227,970 149,730 78,240
諸謝金 772,658 721,200 51,458
租税公課 96,250 71,000 25,250
支払負担金 0 0 0
図書研究費 46,305 38,295 8,010
参加費・協賛金 0 0 0
研修・講習会費 0 19,200 △ 19,200
雑費 26,700 102,742 △ 76,042

　　　　管理費計 26,391,354 3,831,748 22,559,606
　　　　経常費用計 39,124,652 38,222,523 902,129
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 3,474,361 △ 1,637,885 5,112,246
　　　　当期経常増減額 3,474,361 △ 1,637,885 5,112,246

2.　経常外増減の部
   (1)経常外収益

　　　　　退職給付引当金取崩額 0 0 0
　　　　　経常外収益計 0 0 0
   (2)経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 3,474,361 △ 1,637,885 5,112,246
　　　　当期一般正味財産増減額 3,474,361 △ 1,637,885 5,112,246
　　　　一般正味財産期首残高 20,807,838 22,445,723 △ 1,637,885
　　　　一般正味財産期末残高 24,282,199 20,807,838 3,474,361

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 24,282,199 20,807,838 3,474,361



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　額

（流動資産）

現金預金

現金 手許保管 運転資金として 1,443,450

普通預金  (協会) 静岡銀行本店  0211352　 　　〃 8,349,301

　　〃　　　（指定検査機関） 　　　〃　　　　 　1175075 　　〃 151,121

　　〃　　　（証紙） 　　　〃　　　 　　0066011 　　〃 5,096,233

　　〃　　　（部会） 　　　〃　　　 　　1754607 　　〃 4,260,103

県収入証紙

県収入証紙 手許保管 証紙売捌き 2,228,884

未収金 検査受託手数料 検査受託手数料未収分 6,060

業務受託料 富士市 富士市業務受託料未収分 1,431,419

流動資産合計 22,966,571

（固定資産）

特定資産

退職給付引当資産 静岡銀行本店　普通預金 職員の退職金の支払いに備えたもの

1620699 1,748,000

その他固定資産

積立預金資産

　　中部７県計量協議会積立預金 静岡銀行本店　普通預金 中部７県計量協議会開催に備えたもの

1441441 <器部会> 218,314

　　　　　　　　　　　〃 静岡銀行本店　普通預金  　　　　　　　　　　〃

1441383 <管理部会> 598,894

　　日計証連総会準備積立預金 静岡銀行本店　普通預金
日本計量証明事業協会連合会総会
開催に備えたもの

1175086 1,638,058

　　環境計量証明部会事業運営
    積立預金

静岡銀行本店　普通預金
周年記念事業・交流会開催に
備えたもの

1103839 300,001

　　計量器部会運営資金積立預金 静岡銀行本店　普通預金 計量の普及・啓発事業に備えたもの

1652648 1,010,297

　　特別事業積立預金 静岡銀行本店　普通預金 周年記念事業開催に備えたもの

1323448 1,547,969

固定資産合計 7,061,533

　　　資産合計 30,028,104

（流動負債）

未払金 　　社会保険料　平成31年2月分 健康保険・厚生年金・子供子育て拠出金 294,600

　　社会保険料　平成31年3月分 健康保険・厚生年金・子供子育て拠出金 295,230

　　受託返還金 静岡県 返還金 1,759,172

預り金   　源泉所得税 源泉所得税預り分 49,611

預託金 計量器部会員証紙購入のための預り金 1,599,292

流動負債合計 3,997,905

（固定負債）

退職給付引当金 職員に係るもの 職員退職金の支払いに備えたもの 1,748,000

固定負債合計 1,748,000

　　　負債合計 5,745,905

　　　正味財産 24,282,199

貸借対照表科目

財　産　目　録
（２０１９年３月３１日現在）



１．特定資産及びその他固定資産の明細

　　特定資産及びその他固定資産については、財務諸表の注記に記載をしているため、記載を省略。

２．引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 ８７８,４３１ ８６９,５６９ ０ ０ １,７４８,０００

附 属 明 細 書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



１．重要な会計方針

　（１）退職給付引当金の計上基準

　　　　職員の退職金の支給に備えるため、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上

　　　　しております。

　（２）消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

　　＜会計方針の変更＞

　　公益目的支出計画が完了したことに伴い、従来作成していた正味財産増減計算書内訳表は今期か

　　ら作成しておりません。（平成３０年７月２７日付けで静岡県知事より、公益目的支出計画の実施完了

　　確認書を受領）

２．特定資産及びその他固定資産の増減額及びその残高

　　特定資産及びその他固定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

（単位：円）

科     目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

＜特定資産＞

　退職給付引当資産
  ＜普通預金1620699＞

８７８,４３１ ８６９,５６９ ０ １,７４８,０００

小　　　計 ８７８,４３１ ８６９,５６９ ０ １,７４８,０００

＜その他固定資産＞

　中部７県計量協議会積立預金(器部会)
　＜普通預金1441441＞

８３８,３１１ ８０,００３ ７００,０００ ２１８,３１４

　中部７県計量協議会積立預金(管理部会)
　＜普通預金1441383＞

１,２９８,８８６ ８ ７００,０００ ５９８,８９４

　日計証連総会準備積立預金
　＜普通預金1175086＞

１,６０８,０４４ ３０,０１４ ０ １,６３８,０５８

　環境計量証明部会事業運営積立預金
　＜普通預金1103839＞

２００,０００ １００,００１ ０ ３００,００１

　計量器部会運営資金積立預金
　＜普通預金1652648＞

１,０１０,２８７ １０ ０ １,０１０,２９７

　特別事業積立預金
　＜普通預金1323448＞

１,５４７,９５７ １２ ０ １,５４７,９６９

小　　　計 ６,５０３,４８５ ２１０,０４８ １,４００,０００ ５,３１３,５３３

合　　　計 ７,３８１,９１６ １,０７９,６１７ １,４００,０００ ７,０６１,５３３

財務諸表に対する注記





   第２号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定款の一部変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



定款の一部変更について 

 

１ 変更内容 

 一般社団法人静岡県計量協会定款を、次のとおり変更する。 

 「定款第３８条第１項第３号を削除」し、「同項４号以下の各号を繰り上げる。」 

また、同条第２項の「第１号及び第３号から第 5号までの書類については」を、「第１号

及び第３号並びに第４号の書類については」に変更する。 

 

２ 変更理由 

 公益目的支出計画の実施完了による。 

 

３ 新旧対象 

                 旧          新 

（事業報告及び決算） 

第 38条 

本会の事業報告及び決算については、毎事

業年度終了後、会長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けた上で、理事会の承認を

受けなければならない。 

（１） 事業報告 

（２） 事業報告の付属明細書 

（３）公益目的支出計画実施報告書 

（４）貸借対照表 

（５）損益計算書（正味財産増減計算書） 

（６）貸借対照表及び損益計算書（正味財

産増減計算書）の附属明細書 

 2 前項の承認を受けた書類のうち、第 1

号及び第 3 号から第 5 号までの書類につい

ては、定時総会に提出し、第 1 号の書類に

ついてはその内容を報告し、その他の書類

については、承認を受けなければならない。 

（事業報告及び決算） 

第 38条 

本会の事業報告及び決算については、毎事

業年度終了後、会長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けた上で、理事会の承認を

受けなければならない。 

（１）事業報告 

（２）事業報告の付属明細書 

（３）貸借対照表 

（４）損益計算書（正味財産増減計算書） 

（５）貸借対照表及び損益計算書（正味財

産増減計算書）の附属明細書 

 

2 前項の承認を受けた書類のうち、第 1号

及び第 3号並びに第 4号の書類については、

定時総会に提出し、第 1 号の書類について

はその内容を報告し、その他の書類につい

ては、承認を受けなければならない。 

 

 



   報告第２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年度事業計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０１９年度 事業計画 

（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日） 

 

 一般社団法人として、公益法人制度の理念に基づき、責任と自覚をもって計量思想の 

普及啓発、計量技術及び計量管理技術向上のための各種研修会、講習会等を関係機関と 

連携して次の事業を実施する。 

 

１．計量思想の普及啓発（定款第４条第１号） 

 （１）計量記念日街頭広報活動の実施（協会） 

     時    期  １１月 

     場    所  ＪＲ静岡・浜松・富士及び沼津駅のコンコース 

 （２）計量記念日ポスター・『計量のひろば』冊子の配布（計量器部会） 

     時    期  １１月（計量強調月間） 

     配 布 部 数  １，０５０部 

 （３）計量展等支部活動の支援（計量器部会・計量証明部会） 

（４）計量管理強調月間ポスター・標語の応募及び作成・配布（計量管理部会） 

     時    期  １１月（計量管理強調月間） 

     配 布 部 数  各３３０部 

 （５）定期的な支部会の開催（環境計量証明部会） 

（６）計量記念日ポスターの配布（環境計量証明部会） 

     時    期  １１月（計量強調月間） 

     配 布 部 数  １０２部 

 

２．計量器の検査等の受託（定款第４条第２号） 

 （１）計量器の検査業務等の実施 

    計量法に基づき、県から委託を受け、取引・証明に使用される質量計の検査を 

    実施。 

    実施地区・・・西部地区   

    また、本年度も特定市（沼津市）からの検査業務委託の実施。 

 （２）日本郵政グループに係る計量管理業務等の実施 

    （一社）日本計量振興協会からの受託事業であり、郵便局で使用しているはか 

    り・分銅の検査・管理業務の実施。 

 

３．計量に関する情報の収集及び提供（定款第４条第３号） 

 （１）新年情報交換会の開催（協会） 

    会員が一堂に会し、親睦と情報の交換。 



     時    期  １月 

     場    所  静岡市 

     参加予定人数  ６０名 

 （２）「協会だより」の編集、印刷・配布（協会） 

     発行時期    ８月 

     発行部数    ４８０部 

 （３）ホームページの活用（協会） 

（４）事業所等の見学研修会の実施（計量証明部会） 

時    期  １０月 

参加予定人数  ２５名 

 （５）交流会の開催（環境計量証明部会） 

     時    期   ９月 

     開 催 場 所  静岡市 

参加予定人数  ６０名 

 （６）部会ホームページのメンテナンス（環境計量証明部会） 

 （７）定例会の開催（計量士部会） 

  

４．計量に関する技術、管理及び証明の調査研究並びに指導（定款第４条第４号） 

 （１）初級測定基礎研修会の開催（協会） 

     開催時期    １２月 

     開催場所    静岡県工業技術研究所講堂・研修室 

 （２）主任計量者資格取得試験事前講習会の開催（計量証明部会） 

     開催時期    １０月・２月 

     開催場所    静岡県工業技術研究所講堂 

 （３）計量証明登録事業者及び主任計量者に対する再講習会の開催（計量証明部会） 

     開催時期    ３月 

     開催場所    静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 

（４）自主検査（ガスメーター）の実施（環境計量証明部会） 

     時  期    １０月 

開催場所    静岡県計量検定所ガスメーター検定室 

（５）分析技術講習会の開催（環境計量証明部会） 

     開催時期    １１月 

     開催場所    静岡県工業技術研究所講堂・研修室 

（６）外部精度管理（クロスチェック）の実施（環境計量証明部会） 

    時  期    ９月 

 （７）合同セミナーの開催〔安全衛生教育研修会・技術セミナー・計量管理講習会〕     

（環境計量証明部会） 



開催時期    ２月 

開催場所    静岡県工業技術研究所講堂 

（８）技術グループ会議の開催（環境計量証明部会） 

 （９）企画政策グループ会議の開催(環境計量証明部会)  

 （10）「環境計量証明マニュアル２０１９」への改訂（環境計量証明部会） 

 （11）代検査及び試験機検査業務の推進（計量士部会） 

 （12）代検査等に係る会員計量士の派遣（計量士部会） 

 （13）見学研修会及び自動はかりの講習会の開催（計量器部会・計量管理部会・ 

計量士部会） 

 

５．計量関係功労者の表彰（定款第４条第５号） 

 （１）計量関係功労者、計量管理強調月間ポスター・標語、計量優良店の表彰 

     時  期    ６月（定時総会時） 

 

６．計量関係団体との連携協力（定款第４条第６号） 

  計量関係団体が行う各種会議等への参加 

   ・（一社）日本計量振興協会 

     理事会・定時総会・全国計量士大会 

   ・中部７県計量協議会 

   ・日本計量証明事業協会連合会 

     通常総会・理事会 

   ・（一社）日本環境測定分析協会 

     環境セミナー全国大会 

 

７．静岡県収入証紙の売捌き（定款第４条第７号） 

  静岡県収入証紙の売捌きの実施 

 

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業（定款第４号第８号） 

 

 

      

  



   報告第３号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年度収支予算について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ　一般正味財産増減の部 　　（３）管理・経常費用　

　１．経常増減の部 　　　　 役員報酬　 3,600,000

　　（１）経常収益　 　　　　 給与手当　 15,421,000

　　　　　受取会費　 7,322,000 　　　　 退職給付費用　 607,000

　　　　　検査受託収益　 25,312,000 　　　　 福利厚生費　 2,420,000

　　　　　証紙販売手数料　 1,300,000 　　　　 会議費　 1,102,000

　　　　　広告料他収益　 60,000 　　　　 旅費交通費　 98,000

　　　　　寄付金 200,000 　　　　 通信運搬費　 317,000

　　　　　受取負担金　 1,200,000 　　　　 消耗什器備品費　 0

　　　　　雑収益　 350,000 　　　　 消耗品費　 378,000

　　　　　特定資産受取利息 0 　　　　 修繕費　 0

経　常　収　益　計　 35,744,000 　　　　 印刷製本費　 62,000

　　（２）事業・経常費用　 　　　　 光熱水料費　 135,000

　　　　 旅費交通費　 1,328,000 　　　　 賃借料　 439,000

　　　　 通信運搬費　 674,000 　　　　 諸謝金　 744,000

　　　　 消耗品費　 714,000 　　　　 租税公課　 75,000

　　　　 検査管理費　 46,000 　　　　 参加費・協賛金　 0

　　　　 印刷製本費　 296,000 　　　　 支払負担金　 13,000

　　　　 燃料費　 28,000 　　　　 研修・講習会費　 21,000

　　　　 賃借料　 1,330,000 　　　　 図書研究費　 31,000

　　　　 保険料　 220,000 　　　　 雑費　 51,000

　　　　 租税公課　 663,000 　　　管理費計（b）　 25,514,000

　　　　 受託返還金　 682,000 経　常　費　用　計　（a+b） 35,744,000

　　　　 表彰費　 140,000 　 評価損益等調整前当期経常増減額　 0

　　　　 支部交付金　 140,000  当期経常増減額　 0

　　　　 委託費　 1,819,000 　２．経常外増減の部　

　　　　 会議費　 905,000 　　（１）経常外収益　

　　　　 負担金　 846,000 　　　中科目別記載　

         諸謝金　 27,000 　 経常外収益計　 0

　　　　 交流会費 300,000 　　（２）経常外費用　

　　　　 雑費　 72,000 　　　中科目別記載　

　　　事業費計（a）　 10,230,000 　 経常外費用計　 0

　 当期経常外増減額　 0

当期一般正味財産増減額 0

科　　　　　　　目 予　　　算

2019年度　収 支 予 算 書

科　　　　　　　目 予　　　算

２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで



一般社団法人静岡県計量協会定款

（ ２０１９年３月３１日現在 ）



一般社団法人静岡県計量協会定款 
 

 

第１章 総  則 

 （名 称） 

第１条 この法人は、一般社団法人静岡県計量協会（以下「本会」という。）と称する。 

（事務所） 

第２条 本会は、主たる事務所を静岡県静岡市葵区に置く。 

 （目 的） 

第３条 本会は、計量思想の普及啓発とともに、計量に関する知識及び技術の向上並びに計量管

理の推進を図ることによって、計量界の進歩発展及び適正な計量を実現し、もって経済の発展及

び文化の向上に寄与することを目的とする。 

 （事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 ⑴ 計量思想の普及啓発 

 ⑵ 計量器の検査等の受託 

 ⑶ 計量に関する情報の収集及び提供 

 ⑷ 計量に関する技術、管理及び証明の調査研究並びに指導 

⑸ 計量関係功労者の表彰 

 ⑹ 計量関係団体との連携協力 

 ⑺ 静岡県収入証紙の売捌き 

 ⑻ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

第２章 会  員 

 （会員の種類） 

第５条 本会に次の会員を置く。 

 ⑴ 正会員 

 本会の目的に賛同する個人又は団体 

 ⑵ 賛助会員 

 本会の事業を賛助するため入会した個人又は団体 

 ⑶ 特別会員 

 本会に功績があった者又は計量に関する専門知識を有する者で、理事会において推薦されたも

の及び市町の計量担当者 

 ２ 前項の会員のうち正会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一

般社団・財団法人法」という。）上の社員とする。 

 （入 会） 

第６条 本会の会員になろうとするものは、別に定める入会申込書を会長に提出し、理事会の承

認を得なければならない。 

 



 （会 費） 

第７条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。 

 （退 会） 

第８条 会員は、退会しようとするときは、別に定める退会届を提出することにより、任意にい

つでも退会することができる。 

 （除 名） 

第９条 会員が次のいずれかに該当するときは、総会の決議によって当該会員を除名することが

できる。 

 ⑴ 本会の名誉をき損し、又は本会の目的に反する行為をしたとき。 

 ⑵ その他除名すべき正当な事由があるとき。 

 ２ 前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該会員に、あらかじめその旨を書面で

通知するとともに、除名の決議を行う総会において弁明の機会を与えなければならない。 

 ３ 会長は、会員を除名したときは、当該会員に対しその旨を通知しなければならない。 

 （会員の資格喪失） 

第 10条 前２条の規定のほか、会員は、次の各号に該当するに至ったときは、その資格を喪失す

る。 

 ⑴ 会費の納入が継続して２年以上されなかったとき。 

 ⑵ 当該会員が死亡し、又は解散したとき。 

 ⑶ 総正会員が同意したとき。 

 （会費等の不返還） 

第 11条 退会し、又は除名された会員が既に納入した会費その他の金品は、これを返還しない。 

 

第３章 役員等 

 （役員の設置） 

第 12条 本会に、次の役員を置く。 

 ⑴ 理事  15名以上 25名以内 

 ⑵ 監事  ２名以内 

 ２ 理事のうち１名を会長、４名又は５名を副会長、１名を専務理事とする。 

 ３ 前項の会長をもって一般社団・財団法人法上の代表理事とし、副会長及び専務理事をもって

同法第 91条第１項第２号の業務執行理事とする。 

 （役員の選任） 

第 13条 理事及び監事は、総会の決議によって選任する。 

 ２ 会長、副会長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 

 ３ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。 

 （理事の職務及び権限） 

第 14条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行する。 

 ２ 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、本会を代表し、その業務を執行する。 

 ３ 副会長は、会長を補佐して、その業務を分担執行する。 

 ４ 専務理事は、会長及び副会長を補佐して、その業務を分担執行する。 



 ５ 会長、副会長及び専務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の

執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

 （監事の職務及び権限） 

第 15条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。 

 ２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、本会の業務及び財産の状況

の調査をすることができる。 

 （役員の任期） 

第 16条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、任期の満了前に退任した理事又は監事の補欠として選任された理

事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。ただし、増員により選任された理

事の任期は、他の理事の任期残任期間と同一とする。 

 ３ 理事又は監事が第 12条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任

した後も、新たに選任された理事又は監事が就任するまで、なお理事又は監事としての権利義務

を有する。 

 （役員の解任） 

第 17条 理事及び監事は、総会の決議によって解任することができる。 

 （役員の報酬等） 

第 18条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、総会におい

て定める総額の範囲内で、総会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を報

酬等として支給することができる。 

 （名誉会長、顧問及び参与） 

第 19条 本会に、名誉会長、顧問及び参与を置くことができる。 

 ２ 名誉会長、顧問及び参与は、理事会の推薦により会長が委嘱する。 

 ３ 名誉会長は、会長及び副会長の相談に応じ、意見を述べることができる。 

 ４ 顧問及び参与は、本会の事業遂行に関する重要事項について、会長に意見を述べることがで

きる。 

 ５ 第 16条第１項の規定は、名誉会長、顧問及び参与について準用する。 

 ６ 名誉会長、顧問及び参与は、無報酬とする。 

 （損害賠償責任の免除） 

第 20 条 本会は、一般社団・財団法人法第 114 条第１項の規定により、任務を怠ったことによ

る理事又は監事（理事又は監事であった者を含む。）の損害賠償責任を、法令の限度において理事

会の決議によって免除することができる。 

 

第４章 総  会 

 （構 成） 

第 21条 総会は、すべての正会員をもって構成する。 

 ２ 前項の総会をもって、一般社団・財団法人法上の社員総会とする。 

 



 （決議権限） 

第 22条 総会は、次の事項について決議する。 

 ⑴ 会員の除名 

 ⑵ 理事及び監事の選任又は解任 

 ⑶ 理事及び監事の報酬等の額 

 ⑷ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

 ⑸ 定款の変更 

 ⑹ 事業の全部又は一部の譲渡 

 ⑺ 解散及び残余財産の帰属先の決定 

 ⑻ その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 （開 催） 

第 23条 総会は定時総会として毎事業年度終了後３箇月以内に１回開催するほか、臨時総会とし

て必要がある場合に開催する。 

 （招 集） 

第 24条 総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議により会長が招集する。 

 ２ 会議を招集する場合には、日時、場所、会議の目的である事項及びその内容等を示した書面

をもって、開会の日の一週間前までに通知しなければならない。 

 ３ 総正会員の議決権の 10分の１以上の議決権を有する正会員は、会長に対し、総会の目的であ

る事項及び招集の理由を示して、総会の招集を請求することができる。 

 （議 長） 

第 25条 総会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長が欠けたとき又は会長に事故がある

ときは、出席正会員の中から議長を選出する。 

 （議決権） 

第 26条 総会における議決権は、正会員１個とする。 

 （決 議） 

第 27条 総会の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出席した当該正会

員の議決権の過半数をもって行う。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の

３分の２以上に当たる多数をもって行う。 

 ⑴ 会員の除名 

 ⑵ 監事の解任 

 ⑶ 定款の変更 

 ⑷ 解散 

 ⑸ その他法令又はこの定款で定められた事項 

 ３ 理事又は監事を選任する議案の決議に際しては、候補者ごとに第１項の決議を行わなければ

ならない。 

 理事又は監事の候補者の合計数が第 12条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た

候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。 

 



 （書面による議決権の行使等） 

第 28条 総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもって議決権

を行使し、又は他の正会員を代理人として議決権の行使を委任することができる。 

 ２ 前項の場合における、前条の規定の適用については、当該正会員は出席したものとみなす。 

 （議事録） 

第 29条 総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成し、これを保管しな

ければならない。 

 ２ 議長及び議長の指名した 2名の出席理事は、前項の議事録に記名押印する。 

 

第５章 理事会 

 （理事会の設置） 

第 30条 本会に理事会を置く。 

 ２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 （権 限） 

第 31条 理事会は、次の職務を行う。 

 ⑴ 本会の業務執行の決定 

 ⑵ 理事の職務の執行の監督 

 ⑶ 会長、副会長及び専務理事の選定及び解職 

 ⑷ その他法令又はこの定款で定められた事項 

 （招 集） 

第 32条 理事会は、会長が招集する。 

 ２ 会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、あらかじめ理事会で定めた順序により副会

長又は専務理事が、理事会を招集する。 

 ３ 理事会を招集する場合には、理事会の日の一週間前までに各理事及び各監事にその通知をし

なければならない。ただし、理事全員の承諾があるとき、又は議事が緊急を要する場合において

は、この日数を短縮することができる。 

 （議 長） 

第 33条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長が欠けたとき又は会長に事故があ

るときは、副会長又は専務理事の中から理事会において選出する。 

 （決 議） 

第 34条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席

し、その過半数をもって行う。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、一般社団・財団法人法第 96条の要件を満たしたときは、理事会の

決議があったものとみなす。 

  （議事録） 

第 35条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成し、これを保管し

なければならない。 

 ２ 出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。ただし、会長の選定を行う理事会

及び第 32条第 2項により開催する理事会については、出席した理事及び監事が記名押印する。 



第６章 資産及び会計 

 （事業年度） 

第 36条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31日に終わる。 

 （事業計画及び収支予算） 

第 37条 本会の事業計画書及び収支予算書は、毎事業年度の開始日の前日までに、会長が作成し、

理事会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も同様とする。 

 ２ やむを得ない理由により予算が成立しないときは、会長は、理事会の決議を経て予算成立の

日までに前年度の予算に準じて収入及び支出することができる。 

 ３ 前項の収入及び支出は、新たに成立した予算の収入及び支出とみなす。 

 ４ 第１項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置き、一

般の閲覧に供するものとする。 

 （事業報告及び決算） 

第 38条 本会の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成し、監

事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

 ⑴ 事業報告 

 ⑵ 事業報告の附属明細書 

 ⑶ 公益目的支出計画実施報告書 

 ⑷ 貸借対照表  

 ⑸ 損益計算書（正味財産増減計算書） 

 ⑹ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 

 ２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号及び第３号から第５号までの書類については、定時

総会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については、承認を受

けなければならない。 

 ３ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供するもの

とする。 

 ⑴ 監査報告 

 ⑵ 理事及び監事の名簿 

 ４ 定款及び会員名簿を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

 （剰余金の処分制限） 

第 39条 本会は、剰余金の分配をすることはできない。 

 （長期借入金） 

第 40条 本会は、資金の借入をしようとするときは、その事業年度の収入をもって償還する短期

借入金を除き、総会において総正会員の３分の２以上の決議を経なければならない。 

 

第７章 定款の変更、解散等 

 （定款の変更） 

第 41条 この定款は、総会の決議によって変更することができる。 

 （解 散） 

第 42条 本会は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。 



 （残余財産の帰属） 

第 43条 本会が清算をする場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、公益社団法人及

び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体

に贈与するものとする。 

 

第８章 公示の方法 

 （公告の方法） 

第 44条 本会の公告は、電子公告により行う。 

 ２ 事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告をすることができない場合は、官報に

掲載する方法による。 

 

第９章 部会及び委員会 

 （部会及び委員会の設置） 

第 45条 本会は、事業の円滑な遂行を図るため、部会及び委員会を置くことができる。 

 ２ 部会及び委員会の組織及び運営に関して必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定

める。 

 

第１０章 事務局 

 （事務局） 

第 46条 本会の事務を処理するため、事務局を置く。 

 ２ 事務局は、事務局長及び所要の職員を置く。 

 ３ 事務局長は、理事会の承認を経て、会長が任免し、その他の職員は、会長が任免する。 

 ４ 事務局の組織及び運営に関して必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定める。 

 （実施細則） 

第 47条 この定款の実施に関して必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定める。 

 

  附 則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法

人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121 条第１項において読

み替えて準用する同法第 106条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。 

２ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に

関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121 条第１項において読み替えて準用

する同法第 106条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と、一般法人の設立の登記を行った

ときは、第 38条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記

の日を事業年度の開始日とする。 

３ 本会の最初の会長は、肥田敬夫とする。 
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